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キリンホールディングス統合レポート2023

統合レポート | IRライブラリ | キリンホールディングス (kirinholdings.com)

6月5日
ウェブ版統合レポート先行公開

7月31日
統合レポートPDF版発行

⚫ キリンホールディングスでは、2005年よりサステナビリティレポートを、2015

年より統合レポートを発行し、投資家や株主のみなさまをはじめとする多

くの方にキリンがいかに価値を創造して成長していけるかをお伝えしてきま

した。

⚫ 23年度につきましては、6月５日にウェブ版を、７月末にPDF版を発行

し、キリンの成長戦略、それを支える基盤能力、提供した価値などにつ

いてお示ししています。

⚫ 今回の発行に伴い、キリンのCSV経営について改めて知っていただくとと

もに、キリンの統合レポート制作に込めた想いをお伝えすべく、動画を制

作いたしましたので、ご覧下さい。
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キリンの事業概要

⚫ 祖業であるビール・飲料事業などの食領域に加え、
プラズマ乳酸菌などのヘルスサイエンス領域と、医領域の３つの領域で事業を展開

⚫ これらすべての領域における事業の成長を支える４つの組織能力がある

⚫ まず、簡単にキリングループについてご紹介します。

⚫ 我々は祖業であるビール事業を通じ、1世紀以上にわたって磨き続けて

きた「発酵・バイオテク ノロジー」を起点に、食・医・ヘルスサイエンスの3

領域で事業を展開する、世界的にもユニークな事業ポートフォリオをもつ

企業です。 そして、キリングループの成長は、「人財」「技術力」「マーケ

ティング力」「ICT」という４つの組織能力によりもたらされています。
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キリンのCSV経営

世界のCSV先進企業となり、

持続的な成長を実現するため、

「社会的価値」、「経済的価値」の

最大化を目指していく

持続的な成長

社会課題の解決

経済的価値社会的価値

CSVパーパスの
実現

キャッシュ・フロー
の最大化

⚫ また、キリングループでは、社会とともに持続的な成長を続けていくことを

目指し、2013年に日本企業で初めて「CSV 経営」を戦略に掲げました。

⚫ CSV経営とは、社会課題の解決を通じて経済的価値を創出し、社会

とともに持続的な成長を続けていくことを目指した、キリングループ独自の

経営戦略のことです。

⚫ 2019年には「長期経営構想キリングループ・ビジョン2027」を策定し、

「食領域の収益力強化」「医薬 事業の飛躍的な成長」「ヘルスサイエン

ス事業の立ち 上げ・育成」の3つ成長シナリオの下、2027年には「世界

のCSV先進企業」となることを目指しています。
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CSV経営による企業価値向上

CSV経営による持続的価値創造の構造

=

持続的
成長

中長期的影響

CSV

経済的
価値

（企業価値）

再
投
資 フリー

キャッシュフロー

資本コスト 成長率

社会的
価値

⚫ イノベーションで社会課題を解決し、得た利益を再投資することで社会課題の解決と企業価値の向上を拡大再生産していく。

⚫ 経済的価値の中には、企業として取り組まなければ事業の継続に影響があるリスクへの対応などの「価値保全」も含む。

⚫ CSV経営の推進は、こちらの図のようにすべてが循環し企業の価値向

上に繋がると考えています。

⚫ 大きく４つの組織能力によりもたらされたイノベーションをもとに社会課題

を解決することで、社会的価値と経済的価値の両方が産生され、得ら

れた経済的価値、つまり利益を再投資してCSV経営をさらに推進して

いく、こうすることで継続的に企業価値を拡大再生産できます。

⚫ また、社会的価値も短期的には大きな効果は見えないかもしれません

が、中長期的にはフリーキャッシュフローや成長率を上昇させる要因にな

ると考えています。

⚫ 例えば、社会的価値の向上に伴い、キリングループで働く人のエンゲージ

メントがあがりより効率的によりイノベーションを起こせる環境に変化したり

することなどが挙げられます。

⚫ このように、CSV経営の推進をしていくことは、企業価値の向上に繋がる

と考えます。
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価値創造モデル

キリンの価値創造を図示すると以下のようになります。統合レポートは、この価値創造に沿って構成されています。

⚫ もう少し分かりやすくキリンの価値創造を図示したものが、こちらの価値

創造モデルで、一般的に知られている価値創造プロセスに基づき作成し、

皆様に分かりやすく価値創造のストーリーをお伝えしています。

⚫ そして、統合レポートは我々がどう価値を創造していけるかをお示しする

ものですので、役員などのメッセージ以外の各コンテンツは、こちらの価値

創造モデルに沿って構成し、皆さんに理解いただきやすいように工夫して

います。
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統合レポートナビ ①/6

全体を通じて、今のキリンで伝えきれて

いない点、特にヘルスサイエンス領域の

成長性の見えにくさを解消すべくコンテ

ンツを構成しました。

また、読みやすさも意識したデザインと

することでストレスなくご覧いただけるよう

にユーザビリティの向上を図りました。

⚫ その前提で、具体的に23年度版統合レポートのウェブページを見ていき

ます。

⚫ 2022年はキリンの22年中計の初年度ということもあり、この1年で見えて

きたキリングループ全体の課題、特にヘルスサイエンスの成長の見えにくさ

を解消する目的で全体構成をしました。

⚫ 従い、昨年まではなかったヘルスサイエンス担当役員によるメッセージの

掲載や、キリンの独立社外取締役２名による対談もヘルスサイエンス事

業に焦点を置いて会話いただくなど、今のキリングループのヘルスサイエン

ス領域における進捗や課題などを理解いただきやすいよう工夫しました。

⚫ また、今年はウェブでの読みやすさも意識したデザインとすることで、ストレ

スなくご覧いただけるようになっていると思います。各コンテンツは未読か

既読かが分かるよう、右下に配置した三角が赤からグレーに変わることで

もご確認いただけるので、どこを見たのか、どこを見ていないのかの把握に

役立てていただければと思います。
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キリングループの会社概要について説

明して、キリンのことをご存じない方でも

こちらを見ると概要を把握いただけます。

CEOやCFOからのメッセージに加えキリ

ンのCSV戦略を担う担当役員メッセー

ジが記載されています。

また、今年はヘルスサイエンスの成長性

をお示しすべく、ヘルスサイエンス戦略

担当役員によるメッセージもお見せして

います。

また、例年実施の社外役対談も見や

すく配置しています。

統合レポートナビ ②/6

⚫ まずクリックいただきたいのが、「キリングループについて」と書いてあるバ

ナーの部分です。数分でキリングループの概要についてご理解いただける

と思います。

⚫ 次に左側に並べていますキリングループのCEOやCFO、その他役員から

のメッセージです。キリングループの経営と監督を担うものとしてのメッセー

ジがこちらに掲載されていますので、ご覧ください。

⚫ また、社外役対談についても、今年は多くの皆さんにご覧いただきたく、

配置を工夫しています。
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価値創造モデルの左から右への流れを

以下の各コンテンツで示しています。

根底にコーポレートガバナンスを置き、

しっかりとしたカバナンスの元で経営され

ています。

Input：価値創造を支える４つの重大

組織能力についてのご説明

Business：事業内容のご説明

Output：財務・非財務の結果の提示

Outcome：社会に還元する

価値のご説明

統合レポートナビ ③/6

⚫ こちらの箇所は、先ほどお伝えした価値創造モデルの流れに沿った構成

の部分です。左側から価値創造を支える４つの重大組織能力について

説明するInput、次いで事業活動のご紹介をするBusiness、財務非財

務の22年結果をお示しするOutput、そして私たちの活動がもたらす社

会に還元する価値のご説明をするOutcomeがあり、その活動すべてを

盤石なコーポレートガバナンスが支えています。

⚫ まずはこの全体像をご理解いただいた上で、次にその中でも注目点を３

つほどご案内します。
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組織能力のうちの一つとして、「多様な

人財と挑戦する風土」を掲げています。

今回は昨年刷新したキリンの人財戦

略に加え、比較可能性指標の定量実

績と、独自性指標項目の開示を開始

しています。

すべてのベースとなる人財戦略に関して、

こちらを見ていただければわかるように

なっています。

統合レポートナビ ④/6

⚫ 一つ目はInputの中でもすべての事項に共通して影響のある、人財につ

いてのコンテンツです。キリンでは、「多様な人財と挑戦する風土」として

掲げており、多様性を受容する組織風土の醸成と成長意欲のある人財

の成長を支援する環境を整備してチャレンジ意欲を高めることでイノベー

ションに繋がる機会を増やしていきます。

⚫ 今年は、このようなキリンの人財戦略の全体像をご提示したとともに、比

較可能性指標の定量実績の開示と、独自性指標項目の開示を新た

に始めました。

⚫ キリンのイノベーションの源泉となる人財戦略についてご理解いただけます

ので、ぜひご覧ください。

10



11
© Kirin Holdings Company, Limited

組織能力の一つである「確かな価値を

生む技術力」に関しては、研究開発力

と知的財産戦略を掛け合わせたキリンの

競争戦略についてご説明しています。

また、キリンが令和5年度全国発明表

彰の「恩賜発明賞」を受賞した事につい

てもご説明しています。この競争戦略に

元生まれたプラズマ乳酸菌の発見と商

品化に関する取り組みが評価され受賞

することができ、健康食品素材としては

初、食品企業では59年ぶりの受賞と

なったことについて説明しています。

統合レポートナビ ⑤/6

⚫ 2つ目は確かな価値を生む技術力です。コーポレートガバナンスコードの

改訂により、知的資本の開示が求められるようになっておりますが、昨年

に引き続き知財戦略について、研究開発力と知的財産戦略の掛け合

わせによるキリンの競争戦略についてお示ししました。

⚫ 事業、R&D、知財が三位一体となって活動することで競争優位な状況

を築き、持続的な成長に貢献していくことをお伝えしています。

⚫ まさにこの具体事例として、キリンのプラズマ乳酸菌にかかわる知的財産

取得・拡大戦略についてご説明しています。また、プラズマ乳酸菌の発

見と商品化の取り組みが評価され、全国発明表彰の「恩賜発明賞」を

受賞しました。健康食品素材としては初の受賞となり、非常に素晴らし

い成果が表れたと思っています。
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事業の概要をお伝えするこのパートも今

年刷新しました。ここを読めばキリンの事

業領域を網羅的にご確認いただけます。

統合レポートナビ ⑥/6

⚫ 最後3つ目は、事業についてお伝えするBuinessのパートです。

⚫ 今年はここのパートを大きく刷新し、皆さんに各領域における事業概要

をご理解いただくことを目的に構成しました。

⚫ ３つの領域にわたるポートフォリオを持つキリングループは一見分かりにくく

思えるかもしれませんが、こちらをご覧いただければそれの解決につながる

と思います。

⚫ また、具体事例なども掲載していますが、皆さんの理解促進のなればと

思っております。
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最後に

キリンのCSV経営をお伝えするツールとしての統合レポート。これを読んでいただき、キリンが実践していることをご理解いただきたい。

その他、環境報告書はより環境に焦点を当てたレポートとして発行し、統合レポートを補完。そちらもぜひご参照いただきたい。

23年度｜キリングループ環境報告書2023 (kirinholdings.com)

アーカイブ | 環境報告書 | キリンホールディングス (kirinholdings.com)

補完

⚫ 以上が23年度統合レポートに関する内容ですが、キリンのCSV経営を

統合的にお伝えするツールとなっています。

⚫ これに加えて、キリンでは2023年度版の環境報告書を7月末に発行し

ています。

⚫ こちらは、統合レポートではカバーしきれなかった、TCFDやTNFD対応

など、環境に焦点を当てたレポートして発行しており、統合レポートを補

完する形として構成しております。

⚫ 発行した際にはご案内をお送りしておりますので、ぜひこちらも併せてご

覧ください。

⚫ これからも皆さんに企業価値の向上ストーリーを分かりやすく伝えていき

たいと考えています。

⚫ ご感想やご意見などある方は、IR問い合わせ窓口にご連絡ください。

⚫ 今後のキリングループの成長にご期待ください。
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